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ユーザーの視点
(情報抽出条件)
を平文(通常の話
ことば)で指定

ファイルサーバー内の文書を
一定の形式でデータベース化
した文書群Ⓐ

ファイルサーバーなどに保管された
大量の文書

文書データベース

抽出文書・

段落

情報群Ⓑ

ユーザーの視点として入力した条件語（文）を基に、
データベース化した文書群Ⓐ中の情報を評価し、分析対象情報
の候補として文書もしくは段落を抽出し情報群Ⓑを得る。

１．情報の抽出

・
・
・
・

これら（リストされた結果）の中か
ら、特定の情報もしくは複数の情報
群を指定して分析し、語木（樹形
図）の描画やインタラクティブな変
形操作を行う。

リスト表示された抽出文書・段落情報群Ⓑ

ABASUSの特徴〔１〕
ユーザーが指定した条件に対応する情報の①「密箇所」抽出

や、②抽出情報の分析、③抽出情報の視覚化、④ユーザー操

作とのインタラクション、等に適した専用文書データベース

の構築。

ABASUSの特徴〔2〕
データベース化された文書情報の評価を、一般的な「文書単位」での評価では

なく、「段落単位」で評価し、より有効な情報を探しやすくしている。

（文書単位での評価も可能）
ABASUSの特徴〔３〕
指定した任意の情報もしくは情報群（複数情報）を対象として分析し、

結果を樹形図（語木）形式で視覚化するとともに、ユーザーのインタラ

クティブな操作により、視覚化した情報を変化させることができる。



ユーザーが指定した条件に従い、文書データベースから抽出された情報（前ページ情報群Ⓑのリスト）の中から、任意の情報もしくは情報群を指定して
分析した直後の語木描画例。（次ページ以降に、描画した語木の表現を変化させたり、描画情報をリスト表示する例を示す。）

２．分析結果の語木（樹形図）描画

図中、語木（樹形図）の根語として表示されている語

「フロン」、「光」、「潤滑油」は、ユーザーが指定

した文書（または文書群）をシステムが分析した結果、

それら文書に含まれている特徴語（特徴度の高い語）

の上位３語。



３．語木表現例①
コントロールパネルを操作し、語木を段階的に表示する例（図は、前ページの語木について、第２階層まで表示させたもの）。

コントロールパネル

語木段階表示ボタン



３．語木表現例②

サブメニュー 【特定語子語展開】

機能 選択ボタン

サブメニューの【特定語 子語展開】機能を使用して、根語から順に語系列を表示させた例。

例

根語「フロン」について、
【特定語子語展開】機能
を実行した例。



３．語木表現例③

根語「フロン」について、
【特定語子語展開】機能
を実行した例。

語木中の特定の語をクリックすることで、根語からクリックした語までの語群を含む語系列を赤色強調表示した例。

根語「フロン」の語木中の語「光」をクリックしたことで、

語系列〔「フロン」ʷ「分解」ー「光」〕を含む語系列を赤色強調表示した例。

・「フロン」ʷ「分解」ー「光」ー「分離」

・「フロン」ʷ「分解」ー「光」ー「装置」

・「フロン」ʷ「分解」ー「光」ー「外」

・「フロン」ʷ「分解」ー「光」ー「空気」

・「フロン」ʷ「分解」ー「光」ー「紫」ʷ「外」

・「フロン」ʷ「分解」ー「光」ー「反応」ʷ「装置」

が赤色強調表示された。



３．語木表現例④
【系列】ボタンを繰り返しクリックすることで、対応する根語を起点とする語系列を一系列ずつ順番に表示するとともに赤色強調表示させる例。
（※ 同様に、【語】ボタンをクリックした場合は、対応する根語を起点とする語系列を構成する語が一語ずつ赤色強調表示される。）

根語「フロン」の【系列】ボタンを繰り返しクリックし、

語系列〔「フロン」ʷ「分解」ー「装置」ー「分離」〕の

語系列を赤色強調表示した例。



３．語木表現例⑤
サブメニューの【特定語 系列強調】機能を使用して、語木中の特定の語強調表示するととともに、その語を含む語系列を赤色強調表示した例。

サブメニュー 【特定語系列強調】

機能 選択ボタン

語「装置」を指定し、サブメニューの【特定語系列強調】機
能により、語「装置」をピンク色強調表示するとともに、語
「装置」を含む語系列を赤色強調表示した例。



３．語木表現例⑥
前ページの語木内容を一覧リスト形式でも表示させた例。
※語木描画内容は、操作のどのタイミングでもコントロールパネルの〔語系列リスト〕ボタンをクリックすることで一覧リストで表示できる。
また、語木描画内容と一覧リスト表示内容は同期しており、描画した語木の内容が変更されると 一覧リスト内容も自動的に変更が反映される。
なお、一覧リスト中の【No.】欄の数字をクリックすると、対応する語系列が赤色強調表示され、その結果は描画されている語木にも反映される。



３．語木表現例⑦
語木中の赤色強調表示させた語系列を構成する語を含む文が含まれている段落を文書データベースから検索しリスト表示した例。
※その語系列構成語を含む文が出現する「文脈」を素早く参照できる。

・語木中の赤色強調表示された語系列を構成する語

が含まれている箇所が黄色マーカーで示されて

おり、これを含む文脈等前後情報と合わせて参照

できる。

・また、語系列構成語に、任意の語を追加／削除し、

文書データベースを検索することができる。



３．語木表現例⑧
前ページでリスト表示した段落中から任意の段落を指定し、その段落が含まれている文書の原文をデータベースから検索し表示した例。
※指定した段落が黄色で表示されており、全文内容を段落で区切って参照できる。

・指定した段落が黄色背景色で示されており、

その前後段落等の情報と合わせて参照できる。



３．語木表現例⑨
文書名が表示されている箇所では、その名称をクリックすることでいつでも文書の原文を参照できる。


